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茸鹸方法

1.供 試 材

a) キ リ材

b) 比 墜 材

2.鷺験の憧類と方汝

句

a) 吸漁性に関する鷺娘

(1)̀吸洩極隈値及飽漁下に於ける吸液経過

(a) 吸漆による膨脹
■■

(3)ご吸液性と蔵推方向 -

(4)恒温下で外気渦度の変化による材の含水量の襲化
(5)転義下で外克温度摩堅化による材の含水量の奨化

b) 吸水性に関する賢験

(1) 吸水極限値及浸水による吸水歴過

(2) 吸水性と繊維方向

C) 木材わ吸漁性と構造に関する賛助
ヽ

(1) 吸漁極限値と比重及基隙率

_(2) 吸漁性と構成要素の髄積率

賓験結果及考察

a)･吸 海 性 ,

(1) 吸漆極限値
＼.

(2)t飽漁下に於ける吸蔵鹿過

.(3) 最大膨脹率

(4) 吸鴻膨張係数
＼

(5) 吸漁牡と吸櫨両の繊維方向との関係

(6) 恒温下で外来強度の奨化による合声量の奨化

(7)､恒漆下の外気温度の奨化による合水草の襲化
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梅田･中声:東邦塵キリ劫の抜海･吸水性に鹿で

b) 吸 水 性

(1)吸水極限値

(2) 海水による吸水経過

(a)'吸水性と吸水面の繊維方向との関係

C) 吸液性と木材構造

-(1)吸洩極限値′と比重及基防率との関係
㌧(2) 吸漁性と構成要素の髄積率との閲係

摘 要､

文 献

嘩 言 ∫

一本邦産めキリ(PatllowniatomentosaSteud･)とゴマノ-グサ科 (Scrophulariaceae)eIノキリ属

(Paulownia)に属し,朝鮮驚陵島の原産と云はれ本邦全土に分布し同展の植物は約8種で日本及中華
∫

民図に座してゐる｡

キリは短期間に多額ゐ収益を拳げ得る有用樹倭であってその材は 1)外観が雅致に富み蕗轍であ

る｡2ー)t本邦塵の木材中で最も軽く且つ最も軟い.3)吸漁陸が低い｡4)触え難い｡5)膏野性が
I

嘩れてゐる.･6)加工が容易である｡7)糊着座が高い.｡'8)昆虫や菌類に侵蝕され難い,等の特性

をもってゐ8_｡之等の特性を活かしてキリ材は下駄材として叉箪笥,長粍 火鉢其の他の和周家具類

や琴,三味線,琶琵其の他の和栗韓として,その外経木,_備面彫刻,建具等に珍重され特用されてゐる./

就中キ'7)材が従釆箪笥材として重用されたのは吸液性が低く虫害に侵されない野性に因るものであり,

叉金庫の内箱とし七特用されるのも主として吸漁性が低く燃え難いことに基くものであり,下駄材と1
1

して愛用されるのはそゐ吸水性が低く磨耗し難く軽いことに因るも'のである｡

斯様にキ1)材は吸漁,吸水性が他材に較べて著しく低いとされその馬に各厘の用途喧特用されゼゐ
1

る場合が多い.世のキリ材の吸漁･吸水性に就いて諸健の賓験を行ひ,卓の性能を槍討して粁性を明
弓

かにし,更にその特性の因って釆たるところを些かでも軍め棟とするのが本研究の目的である｡i

本研究は文部省科挙研究費の一部を以って行ったものである.侍試験材入手に踊して庵々御壷言力下l∫

さった常時の京都地木敢北村勝三郎氏に探甚の謝意を表する｡_･l /
1j

安 駿 . 方 放

1‥供~試 材

a) キ リ 材

本質験碩 したキリ材車 都市上京置京都師範畢校数断 に塵したもので,その立地は梢鰍 では

あるが排水は良好で且列状に疎植されてあて受光関係は極めて良好であった,｡樹齢約20年,樹絹6｡5m,

枝下高4･4m,胸高直径26cmで幹の頂鮎で径約15cmq)2枚に分岐してゐる健全木である｡之を昭

和21年1i;26日に戊探し轟材は約2m,離 一は約0･5mに草切帽 内で乾燥じ牢ものであ畠.

キリ材は其の産地により著しく材質を異にするものであり,概して寒地塵のものは暖地塵のものに,

比べ七材質が撤智で年輪が狭く木理が鮮明で色浮力唄 好であるとされ南部･食津桐が最も優秀とされ
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てゐる餌 営時敗戦後日額趨く諸事意の如くならず結局上記普通木を試料としたのであるo

b) 比､較 材
i) lI
本茸験の比較材として京都大畢芦生演習林塵のブナ,ナラ,､ヵッラ,スギの4樹種を用ひた｡

2.嘗験の種類と方法

a) 吸液性に関する賢験
＼

(1) 吸漁極限値及飽漁下に於ける吸漁経過

試片は標準 30mmx30mP×30rri'm､の二方柾木取りで表面を鍛如仕上げとして各癖毎に5個宛用ひ

た｡試片の基礎保件は第1表の通りである｡

第'1表 吸損害陵用試片の基礎擦件

比重 ×100
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誠

底に清水を入れて港内を飽漁状態に保ったデシケーター中の金網上に絶乾状態にした上記試片を並

置し,之を常温の寛政室定数監して吸漆せしめ 1,3,6,12,24時間後,2,4,6,lo月後,更に其の後は1

週間毎に秤量して殆ど重量の奨化なきに至 り(茸験開始後162日)試片は充分飽漉したものと見倣した｡

(2) 吸漁による膨脆

吸漁の経過に関する茸離 於てその秤量と同時に各方向(繊維･切線･放射方向)の長さを去 mm迄
可読のバーニヤ付キi･.7)パーで測定した｡

本寛政で膨脹率は測定時と絶乾時との長さ若くは髄積の差を絶乾時の長さ若くは機構で以て除した

ものの百分率である｡叉含水率0--m% の平均膨張係数は含水率m% のときの膨張率をmで険した

ものであ葛O ､

(a) 吸漁性と繊維方向

試片は標準3Qn立方の二方柾木取で表面を飽仕上げし,之を蹟徐に絶乾状態に導いた後吸漁画鋲
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外は,,dラフインを塗布して 1)木口両吸漁試片(木口2両を露出) 2)柾目面吸漁試片 (柾目2両

を露出) 3)板目画吸洩試片 (板目2両を露出)の3種の試片をつくった.その基礎錬件紘第1表の

通りである｡ ..

上記の試片を前葦験と同様の方法で約90日間秤量を纏綾して吸液速度を検討した｡5)
(4)恒温下で外気強度の奨化による材の含水量の奨化

■≡巴

恒温下で外来線度の単位量(1mmHg叉は1%)の奨化による試片の単位絶乾重量常F)の含水量の

鍵化竜を G(C′)とすると

(イ) 強堅 (恥 -Hg･,)で零す場合 C-去(ii)言(詣)0

回 _齢 整 (血(%))で示す場合 ク C,-忍 凱 -(乱 であって,

ここに Go/･絶乾重量 -Q:含有水分

m :含水率 β:外気の温度

更に試片の単位容横笛りの含水量の奨化量をCv(Cvつ とすると,

1イ) 漁墜 (P(m-Hg･,)で示す場合 Cv-po7 去 g poc

(ロ) 関係強度 (H(%))で示す場合 同様に Cv'gpoC'である｡

po:絶乾比重

γ:含水率m%のときの機構膨脹係数

木賃験の試片は療準 10mmxl.Ommx5mmの大いさで王OmmxlOmm面を木口面とし表面を飽仕

上げとし牽｡其の基礎倣件は第1表の通りである｡_

葦験方法- 恒漁器 .'第1閲に示す如く蓋付き中_JEJシャーレに所定の濃度の硫酸を入れて缶内の強

度を-定としその中に試片を並置した小型シャーレを浮べた. '

第 1固 恒 碍 器

肋 ククうクyJ+++//++//++//////////++++//+////J/////////////////A

T.P. T.T?. T.P.

--■■■■■■-H2-5丘 H25&～rNŷIXIJJJJlXXXXIyIIIIIJrxLIXIyIIIJJJI-I,Ill.ly:lJJĴ̂^
一TL､

1 ′ 0
此の恒'漆器を適度3000の恒湿器中に入れて各渦度段槽 (95-･70-T45-等0･+5%)に於ける材の平

衡重量を秤った｡ 5)
(5)恒液下で外気温度の奨化による材の含水量の奨化
恒漁下せ外気温度 1oCの奨化による試片の単位絶乾重量嘗少の含水量,即含水率の奨化をk(k')

とすると k-.(% )p,k,--(意 )H叉単位毒 草DO合垂 の襲化の度合は - 血･kv- k･

､25
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である.

前賓験と同様の試片と考準で関係強度 45% での各温度段階に於ける材の平衡重畳を求めた｡

b) 吸水性に関する茸験

(1)吸水極限値及浸水による吸水経過

吸漁性に関する茸験と同様に標準 30inmXS,Omm¥30mmの二方柾木取 りて飽仕上げをした試片各

亭個宛を緩徐に乾燥′して絶乾となし試片重機を水中に浸潰して常温の賞験塁内庭放置し吸鴇嘗験と同iZI

様の経過時間後に秤量しそ重量.の襲化殆どなきに重 り該材は吸水極限値にあるものと見倣した｡

(2) 吸水懐き繊維方向 ′

吸漁性の茸験と同様の試片及方法で葦験した｡

/■
.第2表 吸水貿陵用試片の基礎燦件

C)･木材の吸漁性と構造に関する茸験 √ . 1

(1) 吸漁極限値と比重及基隙率 ′

供試樹陸 .･前賢験に用ひたキT)材及ブナ,ナラ,カツラ,スギの5樹種の外に本部産有用樹棲15棒
ヽ

(サ-ラ,アカマツ,クロマツ,ヒソキ,ネズコ,､ヒバ,･-カウヤマキ,カラマツ,モミ,エヅマツ,ツ

ガ,ハ.)ギ.),ク.),ケヤキ,アべ7.千)を用ひた｡供託材の絶由比重は手 .)あ0.25g/qn3からアべ

ヤキゐ~0.75g/m 3の範囲であるO

試験片 :二方柾木取 りの10mm立方髄試片を用ひた｡その拳礎陳件は第3表の通りである.

､吸漆極限値の測定 :前記吸洩茸験と同様に試片を飽漉デシケ∴クーの中に入れて比較的場慶轡化の

･第 3表 試 片 の基 礎 隙 件 ､

_樹 一瞳
平讐 禦 l含 水(aB

気乾比重 樹 種 平均年輪幅
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梅田･中芦:太邦産キ1)封の吸海･吸水性に就{,
＼

少毎い愛甲に放置し,格々恒量に達したと見倣しうる2ケ月後の水分密度をもって吸液極限魁としたo

絶乾比重の計算 :100-1050Cの恒湿器中で絶乾状態にした試片を,重量は化撃天秤で秤量し容積は

1 ､

葡 一m誓迄可読のキャリバーで3方向の長さを測定して社町比重を計算したo

茎附 ｡計軍 ‥材あ壷院卒Pは-p-(li† )×100｡去)
但しp.:材の絶乾比重 (g/cm3),γ:材の虞比重-1.56g/cm 3で引算-し女O-

(2ト 材の吸液性と構成要素の髄積率 .

構成要素の髄積率の測定･:供試木材q)垂直構成要素 (木繊維,導管,柔細胞)は横断面で()面積官 ‡

分率 (組織の放射軸に封して 450の傾斜をもつ教本の平行線上での各細胞の直径を測定して求めた)I

に依り,水平構成要素 (射出線)は切線断面上の面積百分率 (硫酸紙に トレニスしてその重訳比によ

る)に依り両者を絶合して各構成要素の容積百分率を求めた｡

賓 験 結 果 及 考 察 ､
f ■ノP

木材の含有水分を示すものとして 1: 含水量 (g) 2･含水率 (%) 3･水分密度 (g/cm3)承 -

あるが含水量は材の容積若くは絶乾重量を考慮せずに輿-られた材の水分の総量を示すのみで英の度

合を示すものではなく,含水率は材の単位絶乾重量常りの水分量の百分率であり水分密度は即位容積 '

常りの水分量で奉るO谷比重の異なる等容積の材を比醗するとき同一の含水率でも比重の大きい材程

多量の水分をもち,､水分密度が同じでも比重の大な.る材程含水率が低いことになる｡然るに､木材の吸

漁性の大小とは木材が外気保件と韓束的平衡を保つ馬に吸収する水分の多少であるから,比亘iIの異な

る木材q)吸敵性を比較検討するには材の単位絶乾重量常りの吸収水分量を示す背水率よりも単位容積

笛りの水分量を示す水分密度に依るのがより合卵 勺であると考へ 本質廠結果は主として水分密度に

依って比較検討することとした｡ o

a)ー吸 .液 性 J .

(1)吸洩極限値
†

結果は第3表に示す如くキリ幹材は0.058g/cm 3であって他材に較べて最も小さくその割合キ7)幹′l

材1に封して硬偉材は梢高く1･1で,ブナ3･3;ナラ2･7,.,カツラ1･6,スギ1･4である｡之をHA.演

率で示すときは樹槍による差は少ない｡斯様に吸洩極限値を水分密度で表すときには樹座によって大

差があり吸漁率で示すときには差が小さいと云ふ事は樹種Qtよる吸洩極限値の相違は主として材の比

重の相鼠 綻つ七細胞の大いさ細胞膜の厚さ等に因るものであると考-られる｡
＼

第3表 疲渇極限値及び各測定時の水分密度 (蛋/cm3)
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療 第2親 (昭24)

第4表 吸張極限値に封する各測定時の水分密曙の此 (%)

種 l l･時 間 1 1 日

(2)飽洩下に於ける吸液経過
6)

飽曝下に於ける吸液経過に就いては森三郎氏は10mmx50mmx50mmの試片を用ひて質験した結

果｢材の吸蔵の順位は試験開始後50
､
日以内で明らかになり以後吸蔵速度は漸減し150-20
両で極限に

近い｣と｡叉30mmx30mmx30mmの
試片を用払た浜野氏は｢最初の4-5日間に最も多く吸醸し

15-i6日後
東迄は相常の吸蔵を紋牲以後漸廠する｣と｡
両氏共に絶乾材の吸漁は含水率め低い富鹸開

J
始嘗初に於て極めて帝い事を認めてゐるが
,,
本質験でも叉同様に欝4表に示す如く-時間後に極限値

の肘1割を
,
1~日後で的場を,
10日後で既に年ぼ以上を吸漁してゐる｡

ヽ飽漁下で吸洩極限値に達する速さは第2囲及第4表に示す如くスギ,カ
ツラが最も速く
,
吸洩極限

値の大きいブナ
,
ナラは最も遅い｡

ヽ(a)最大膨脹率
′<

.
第5表に示す如く.い
ずれの最大膨張率に於/Tも供試材中でカツラの繊維長膨張率を除いてキ7)幹材

が最も小さく
,
比較材はキ1)材の髄横膨張率では1
.
5-2L.
8倍
,
切線長のそれではL
.
5-3.
0軋放射

第 5表 最 大 膨 張 率 (%) 長のそれでは1.8-2.6倍,繊維長の

それでは1.1-1.3倍である｡
1･q)

田丸節郎氏は各方向別のマッチ軸

木耽読片を用ひての賛助隼よって狂

ひ易い材程切線方向の膨脹が著しく

11･0%に､も及びス亨,キT)等の如く

狂ひ難い材では比較的小さく4丁5%

であると報告されてゐるが30mmx30mhx30mfnの木塊試片を用ひた本賓験に於ても同様の結果が

認められる｡即切線長の最大膨脹率はキ.)材は3.6%で他材よりも極めて小さい値を示し,最高のブ

ナは11.2%で茸にキリ材の3倍以上であり,切線方向の最大膨匪率と繊準方向のそれとの比を見ると,

千.)幹材 4.6,辛.)枝保材5.1,ブナ9.0,ナラ5.6,カツラ8.3,スギ7.0でキ1)材が方向による膨

脹の差が最も少なく従って狂ひの少ない材であると云-る｡
I

(4) 吸蔵膨脹係数

最大膨脹時に於ける吸洩膨脹係数は第6豪に示す如くキT)材は他材よりもいずれの膨張係数も小さ1T.

く,櫨積膨脹係数ではブナは最高でキリの2.3倍,他材は1.7-1.8倍である｡

(5)吸敵性と吸液面の繊維方向との関係
/'
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凋田｡中戸 :本邦産キl)財の吸潟 ｡吸水性に就て

本賛助は前述の如く吸漆の2両,oみを竣して他の4両にパラフィンを塗布した木口面,柾目乱 板

目面吸蔵試片の吸漁性を比較検討し冬のであるホ第7表及第3園庭示す如ぐ90日経過後ではブナ,チ

ラ以外は何れも略同様の値に達すももあである｡

斯様な吸液面による吸漁性の相違を比較検討する馬に各面の吸塵速度の奨化を示耳と第4園の如:(

第 6表 吸 洛 膨 脹 係 数

桝 瞳 極 積 t切 線二j;J放 射 可 繊 維 長

キ リ 幹 材

｡ーキ リ枝隙材

ブ ナ

ナ ラ

カ ーッ ラ

ス ギ

7

7

1

4

9

9

1

1
㌧4
2

2

2

0

0

0
hU
0

0

8

7

7

8

7

4

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

4

3

L〇
4

4

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9
･

.2

.

吸蔵速度は吸液開始常初に於ては木

口面が最も大で,板目面は柾目両よ

りも･精大きいが各樹榛共2-4日(木

口南武片の含水率が9､｣11%)以後

は板目及柾目面が木口面よりも大と

なる｡ 含水率-15%,以上及以下並に

仝吸洩期間の各面の平均吸嘘過密を



木 材 研 究 第2競 (昭 24)●
第 7表 90 日 後 の 吸 損 畳

'樹 種 木 口~ l板 目 ㌔柾 目

水分密度(g/cm3)単位面積嘗り吸洛畳(g/cm2.)水分 密 度(g/cm汚) ･醍位面積嘗り吸損量-(ど/cm2)_水分密度(g/cm3) 単位面積嘗り吸減量(g/cm2)
幹

示すと第8表の如くキ1)材は幹･枝材共断面別による吸漁の相違は供試材中最も小さい｡l

(6)恒温下で外菊漁度の奨化による材の含水竜の奨化

絶乾富貴常E)で示す場合 (C′) I

30oCの等温下で外気や関係線度の1%の奨化による試片の含水率の奨化は第5圏に示す如く外気■

.の強度が謝%以上では樹種にきる差は極めで小さく略同様であるが,30% 以下の倍液慶では樹種に

よる差が大を三,キ1)幹･枝材は著しく,-カツラは緩徐に奨化竜が増加し,ブナ,ナラ,スギはいず

れも稽減少するQ , t

第 3国 断 面 別 吸 碍･
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木 材一研究 萄 2競 ､(昭 24)

､向■
第8表 断面別平均吸鴇速度の此

樹 t 種-l転碍画fl!%'khJ*filg%Zkhl箆I壷期~間
キ リ幹 材 l 木 口 1.0 1.0 一1.0板 目 0.8 1.2 1.0

柾 目 0.7 1.2 . .1.0

キリ枝膝材 木 口 1.0 -1.Q 1.0ヤ板 目 0.9 1.0 1.0
柾 目 0.8 ノ1.1 1.0

ノブ ナ 木 口~ 1.0 1.0 1.0板 目 0.6 1.1 0.9

柾 目 0.4 1.3 0.8.

ナ ラ 木 口 1.0 1.0 1.0板 目 0.7 1.2 0.9
柾 目 0.6 1.4 0.8

カ. ? ラ ′木 口 1.0 1.0 1:6板 目 0.8 1.5 1.0
柾 目 0.6 1.8 0..9

ス ギ .木 口 1.0 1.0 1.0板 目 0.7 1.3ー' 1.0

iZ S

上記の奨化量を材の容積1cc常 わ

で示す (Cv′)は第6園に示す如く

外気の閲係繊度が20%以上では各樹

種共Cv'の襲化は略同様でその範囲.

に於ける含水量の奨正量の平均値は

キリ幹材1に封してブナ 2.7,●ナラ

2･4,カツラ､2･0,スギ1･4,キリ枝

倣材1.2で供試村中キリ幹材が最も

低くキリ枝偉材は幹材よ少精高い.0

20%以下の低強度ではキ1)幹 ･枝材

及カツラは著しく増大する'がブナ,

ナラ,スギは減少する｡此の範囲のめ

平均値はキリ幹材1に封してカツラ

1.3,キリ枝偉材1.1,ナラ0.7,ブ

ナ0.6,スギ･0.5で供試材中キリ幹



梶田･中戸●:本邦萱キ1)材の吸海･吸水性に就て

材は最低のスギの約2倍でキリ枝保は幹材よりも精高い.

(7)一恒洩下の外気温度の奨化近よる材の含水量の奨化

45%の等強度下で温度lOcの襲化による試片の絶乾1g叉は1cc常りの含水量の襲化量 ,(k',kv')

は第7･8園 に示す如く供試材全部が野同様の傾札 ′即略35Ocを境として急撃しこそれ以下では低b

温度程温度の降下によるk′又は kv'の埠加は大きく350C以上ではその減少の度は小さいO
F

-第 ･7 圃

40

温 度 (午)⊥｣サ

第 8 固

¢○ 印

′･′

単位絶乾重量常り(k′)で示すときは (第7固)樹種による差異は小さいが単位容積常り(kv')(第

8園)では毒は大きくブナ>ナヲ>カツラ>スギ>キ7)枝偉材>車.)幹材 の順でその差は温度の降下

に従って増大する｡キ7)枝陳材は幹材よりも常に梢高畑
I ∫

b) 吸 水 性

∫(1)｡吸水極限値
～

浸水後162日後の重量をもって吸水の極限値と見倣したが第9表に示す如く供試材の全てが略同税

･度でキリ幹材100に封して枝偉材は92,ブ妄97,3-,ラ92,カツラ96,スギ108であるq之を含水率
/t

＼
33



木 材 研 究 第2競 (昭 二猟)

第9表 吸水極限値及び各測定時の水分密度 (g/cm3)

10 日

0.405

0.390

0.575

0.535

0.473

0.580

1 a

0.ユ20

0.128

0.403

0.267

0.206

10､･370

種樹

㌫

㌢

･ナ

カ
･

162白吸水極限値

________I
(
1
含水率%)

0
.
789(385.4)

0
.
732(290.
9)
0
.7
67(124.4)
0.
728(125.
9)
0.
753(174.
8)
0
.851(21
3
.7)

80 日

0.701

0.660

0.765

0.695-

0.705

′05801

芸

ツ

財

材

ナ

ラ

ラ

スギ

で示すとキ1)幹材100に封してブナ32,ナう33,_カツラ46,スギ56でキ1)幹材輩最も木きいo

/ (2) 浸水による吸水経過

浸水による吸水経過は第9同に示す如くキ1)幹･枝材は他材に較べて浸水嘗初の吸水量は少ないが

第 -9 固 吸 水 経 過

メ

'専



梶田｡中戸 :東邦蓬キ1)材の吸潟｡吸水性に就て

第 10囲 吸 水 蓮:･茸

′･一一1

長期に亙って大きな速度で吸水し162日後では同等或ひはそれ以上に達する.

第10圏は吸水速度を示し,第10表は平均吸水速度をキリ幹材FE封する比で示したものである.

キ_1)幹材が他材に較べて吸水速度の小さい (浸水嘗初)範囲の含水率は0-60%であって,従釆キ

7]材吟吸水性が償いとして下駄材等に珍重されたのも此の意味に於ては云ひ得る事である上考-考｡＼

含水率60%以上のキリ材の吸水速度は鹿初に較べて著しく大きい｡

(a) 吸水性阜吸水面の織堆方向阜P閲係 ･

吸漁性の場合と同様に2両を穫して他の'4両に,ioラフインを塗布した木口面｡柾目面o板目敢訳片を､

用ひて各面の吸元カを比較検討した｡前記した各面の吸液性は併読材全部が木口宙>板両目>柾目画 /

の順で且その差はいずれも僅少であったが,吸水の場合は乳11園に示す如く,ブナ,ナラ材は板目面

料

幹
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､木 材 研 究'-第2競 (昭′24)

第 11囲 断 面 別 吸1水 経 過

●(1)

の吸水速度は柾目面のそれよりも大きく,他の材は等しいか叉は柾目面が僅かに大きい去板目画と柾

目面の疫水量の差如 ､さく此の南面に較べて木口廟の吸水量偲大きく約2倍である｡ 断面別の吸水力

第11表 憾面別吸水カの比

臥 種寸木口面 両【日柾両日H板
キ リ 幹 材

キ リ枝隙材/
ブ ナ

ナ ラ

6

.6

8

6

4

5

0

0

0

0

0

0

6

6

6

5

5

5

0

0

0

0

0

0

36¶

の比を浸水後80日の水分密度で比較すると第

11表の通りである｡ ,

C)･吸液性と木材構造･
以上の茸験の結果キリ材の吸敵性は供試材Lい
･中で最も低く吸裸による膨脹も叉小さく狂ひ

難い材であり且つ外来の温度及洩度の撃滅に

よる含水量の奨化も(外覇20%以下の低損壊



/

振田･~中戸:太邦塵キ.)封の坂癌･奴水睦に就で

を除いてう最も少ない材であり,吸水性は其の極限値では他材よりpも寧ろ梢高く此の鮎で坪吸水性の
低い材とは云rtないが含水率60%前後迄の吸水の初期に於てはその速度は他材よりも相常に低いと云

ふ特性をもってゐ､る事が明かとなった｡ /

斯様なキ7]材の吸洩 ･吸水性に於ける特性は果しに何に基くものであるか,木材の吸敵性に影響す

る材自身の性質として木材の可成的構造,木材嘗質の化嬰的成分,木材細胞膜の微細構造等が考-ら

第12固 材の吸渇極限値(qmax)と絶乾比重(po)及基隙率(P) れるが綻釆吸漁性の樹歯によlる

旬

20

oO ●′●
Oo●●
●○/●0

ノ

/ ･●0
●

4 0･'.〇 ､0､00●● ､00
● .h cl oも¢ cc

相違は或ひは材の比重に開拓す

るとか或ひは茎隙率に比例する一

とか何れも樹種に依 り相違する

材の解剖的性質と重大な関係が

あるとされてゐる｡叉木材の含

水め程度を含水率で示すと近似

してゐるに反して之を水分密度

で示すと著しく異なる事からし

ても木材の吸敵性ゐ相違は主と

- して材の比重の相違,従って細,

胞の大いさ.細胞膜の厚さ等に

紺係すると云へる｡

0 ､･ 五に材の比重,基隙率及可成二二二二========ここ.二｣
的構造との開院を更に多くの樹

種に就いて検討することとした.

4T6 6'o Blo

･ PoxllOOCg/cm3)･P(%).
(1)吸藤短限値と比重及基隙率との関係

供試材の吸強極限値 q誓ax･と絶乾比重 po'(0･25-0･75i/fm3)凄 第12周 に示す如く略比例しその/

開拓はqmaX.ニ ー0.028+0.293poであって基院卒 P(55-85%)との関係はqmax.=0.408-0.004P

である｡即材の茎隙率が小さく綻つ七比重の大きい材程,換言すれば木材資質の多い材程,その吸液

極限値が大である,之は木材の茎隙中に存在し5る水分の多少と吸漆極限値の大小は殆ど紺係なく且

等重量の木材資質P吸塵極限値は樹樺に因る差が小さ′いものゼあって木材の吸洩極限値紅影響する主

なる因子は木材資質の多少である事を意味するものと考へられる｡

キ7)材が他材に校づて吸蔵極限値が極めて低いのはその細胞が大きく且細胞膜が薄く,従って単位
ヽ

容積嘗りの木材賢酌 ミ少ない事が最も大き:&原因であると考-ろ｡-

第 f3表 一帯 盛 宴 叫素 の 睦 税 率 (%)

一樹 種 木繊維又-仮短管 導 管 柔 組 織 i 能 傾 Jl庵 脂

-キ リ 幹 材 l 42.5 14.′6 33.7 9.2～ -
キ リ 枝 膝 材 38.7 13.4 41.5 6.4 -
ブ ナ 45.4 33.1 5.4 16.1 -
チ , ラ 62.6 ･9.1 6.3 -22.0 -
･'カ ツ ラ 35.一7 46.3 - 18.0 ､ -

ス ぎ L. 94.1 - - 5.1 0.8

37
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(2) 吸敵性と構成要素の酵積率との関係
i

前述の方法で亘.)幹材及比較材4樹塵の構成要素の鹿積率を求めた結果は第13表の通りである｡

但し各構成要素の櫨積率はいずれも細胞膝を含むものであって各組織の細胞膜の醍積率豪表はした_ち

のではない｡

材の吸敵性と構成要素の髄積率との閲には明らかな閲旅を見出し得なかった｡

'摘 一 変
J

以上の結果を要約するにブナ,ナラ∴ヵツラ,ス車に比較し七本邦産キリ材の吸敵性は

1･キリ幹材の吸漁極限値は供試材中最畢小さくブナのそれのy3以下である｡

2･飽液下に於ける吸液の経過はいずれの材も略類似してゐるO

3･キ7)幹材の吸漁による機積最大膨張率は6.3%で供試射の中で最小で,3方向の長さの膨張率

も小さく,且方向による､その差も最も少なく狂ひ難い材である.

4･最大膨脹時に於ける吸漁膨脹係数はキ1)_材は最も小さく度高のブ土材めをれの的場以下である0

5.各樹睡共低含水率の間は木口面の吸醸速度が他の2両に較べて著しく大きく,板′日面の吸塵速
●

乾は鹿日面のそれよりも精天きいが,含水率が9-11%になるに及んで木口面の吸液速度は恵に低下も

して他の2両のそれよりも小さくなり,叉柾目面の吸鴻速度は板目面Qそれよりも犬きくなって3両

よりの吸嘩極限値は略同一値に達する｡キリ材の吸液面にさる琴線力の相違は常に最も小さい｡ 畢

46･恒温下 (300C)での外気海産の奨化に因る材の含水竜の奨化は関係漁度20-100%の範囲で性 ノ∫

キリ材は最も少く,低漆度 (20%以下)ではスギ材が最も少い｡

7.恒液下 (45%)での外気温度の変化に困る材の含水量の変化量は ブナ>ナラ>カツラ>スギ> I
甘

キリ枝偉材>キリ幹材の順である｡

吸水性に就ては,
■･

8.吸水極限値は吸塵の場合とは異なり供試材全部が賂近似し女値に達する｡

9･浸水による吸水経過はキリ材は他称こ較べて吸水富初 (含水率60%以下)では吸水速度は小さ′

Jいがその後漸次大となり他材を凌駕するに到る.

10.柾白面と板目面ゐ吸水力の差は少ないが之等2両と木口面とd差は大きく各樹種共前者は後者
i

の略牛である｡

吸液性と木材構準との蘭係は,

･11･材の吸液極限値はその比重に比例する,キ1)材の吸液極限値が他材と較-㌃こ極めて低いのは主

として軽材である事に因ると考-られる｡ ､

12･吸漁性と材の嘩威要素の駿積率との踊係は見出し得毎おった.

R6sum6

Thehygroscopiccharacteristicsof"Kiri"(Paulowniat-QmentOSaSteud･)incomparison

with4other~species,i.e."Buna"(FaguscrenataBlume),HNara"(Qliercusserrata

Thunb･),〟Kgtsura"_(Cercidiphyllum japonicuTpSieb･,etZucc･)and"SugiH(Cryptomeria

japonicap.Don)areasfollows.･
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振田･車声 :東邦塵キ1.)財の吸塵 ふ吸水睦に鹿<

a.The･maximum absorbingcapacityofmoistureof-〃Kiri''isthe.loJかestamongI

theseexperimentedspecies,andabout-1/3ofthatof"Buna''･

一b･∵rhe_courseofabsorptionuptothe品aximummoisturecoPtentisgeneraRly一alike

aboutallspecies･-､,～

c.Thepercent早geOfswellingvolumeof"Kiri''owingtothemoisture-absorptionis

6.3%,th占lowestamongthem,and,about1/3ofthatof一"Buna'-'.ThSSVellingstothe
threedirections(cross-,～radial-andtangential-directions)arealgothe.lowestrespect.ively･I
d･Thedifferen_cesofthemoisturequantitiesabsorbedthrough eachsectionare

alwayssTnallinthecourseofabsorptionuptothe甲aXimilmmoisturecontentandtheset- /
differencesin"Kiri"arealsothesmallestamongtheーeXperimentedspecies.

e･▲ Astothevariationofthemoisturecontehtowingtothechange_ofthehuTDidity

atthe,constanttemperatur.e(300C),-Kiri'L'istheshlallestandaboふt1/30fthatof

HBuna"atthehumidityfrom20tolO0%. ､

f.Astothe~variationofthemoisturecqn_tentowingtothechangeofthetempera-

turelab'thecdnsatan_thumidity(45%),〟Kiri''isalsothe_smallest.

At?outthewater-absorptionof･"Kiri"F･the_results,areasfollows,,I//
g.Themaximumwater-absorbingcapacityof-Kiri"~is･moreorless1?_rgerthan､

＼thatofthdotherexperimentedspecies.′ヽ ヽ
＼h.Therateofwater-absorptionofHKiri"islowerthanthatoftheotherexperi･

mentedslpeciesatthもmbisturecontentfrom0tQ60%.

Theprincipal CausethatthemaximuTTihygroscQpiccapacityof"Kiri''islower

thantheoth6fsl,issupposedtobeinthefactthatthiswoodislighter,oritscellsare

larger,itscellTnembrane.sarlethinner,andconsequentlythewood-massiskssthanthe
others.
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